
本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手可能な情報に基くもので、
種々の要因により変化することがあり、これらの目標や予想の達成、及び将来の業績を保証するものではありま
せん。また、これらの情報が、今後予告なしに変更されることがあります。従いまして、本情報および資料の利用
は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行なって下さいますようお願いいたし

ます。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

（注）

事業説明会
プロジェクト本部の取組みについて

事業説明会
プロジェクト本部の取組みについて

2011年10月4日

三井物産株式会社
プロジェクト本部

2011年10月4日

三井物産株式会社
プロジェクト本部
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プロジェクト本部の位置づけ

機械・
プロジェクト

化学品 エネルギー
食料・

リテール
金属資源

コンシューマー
サービス・
情報産業

物流・
金融

米州・
EMEA・

AP
鉄鋼製品

オペレーティング・セグメント（11）

鉄鋼製品
本部

金属資源
本部

プロジェクト
本部

自動車・建機
事業本部

船舶・航空
本部

基礎化学品
本部

機能化学品
本部

ｴﾈﾙｷﾞｰ第一
本部

ｴﾈﾙｷﾞｰ第二
本部

食料・ﾘﾃｰﾙ
本部

コンシューマー・
サービス事業

本部

情報産業
本部

物流
本部

金融・新事業
推進本部

米州
本部

EMEA
本部

AP
本部

営業本部（14）+地域本部（3）

社長 経営会議

コーポレート部門 他

取締役会

株主総会
監査役 監査役会

（海外3セグメント）
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838

123

708

▲  7▲ 8

37

▲98

27

▲ 8

▲323
▲410

565

106

119

304

193

1,673

629

32

64

プロジェクト本部の位置づけ

10/3期
(実績)

11/3期
(実績)

1,497億円

3,067億円

非資源
852

資源
2,629 186

プロジェクト本部

[ セグメント別連結純利益※1 （単位：億円） ]

全社連結純利益
の6％

非資源分野連結
純利益の22％

全社連結純利益
の6％

非資源分野連結
純利益の22％

機械･プロジェクト

金属資源

鉄鋼製品

化学品

エネルギー

CS・情報産業

物流・金融

その他・調整

食料・リテール

海外

※1 本資料においては、「純利益（三井物産㈱に帰属）」
を「純利益」と表記しております。

※2 商品別純利益の数値は、海外セグメントの数値を
資源/非資源/その他・調整に組み替えております。

11/3期
商品別(※2)
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プロジェクト本部の位置づけ

当社 連結従業員数：40,026名当社 連結従業員数：40,026名

プロジェクト本部 連結従業員数：1,920名プロジェクト本部 連結従業員数：1,920名

プロジェクト本部 単体従業員数： 474名プロジェクト本部 単体従業員数： 474名

[人員体制]

1,920名

 5%

当社　連結従業員数

プロジェクト本部　連結従業員

当社単体従業員数： 6,095名当社単体従業員数： 6,095名
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プロジェクト本部 事業領域

ｴﾈﾙｷﾞｰ ・基礎産業

電力

交通

水

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

石油・ｶﾞｽ等の資源ｴﾈﾙｷﾞｰ関連

ｲﾝﾌﾗ開発

電力事業・物流EPC・ｻｰﾋﾞｽへの

総合的取り組み

交通ﾘｰｽ、交通・輸送ｲﾝﾌﾗ開発

上下水道、排水処理、

海水淡水化事業

風力、太陽光/熱、ｽﾏｰﾄｼﾃｨｰを含む

低炭素社会ｲﾝﾌﾗ事業

Mitsui Gas e Energia do Brasil (ﾌﾞﾗｼﾞﾙ）、

Manzanillo LNG受入ﾀｰﾐﾅﾙ（墨）

Paiton Energy（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）、

MT Falacon、Valladolid（墨）、Ontario（加）、
IPM Eagle、IPM UK (英）、

Ras Laffan C（ｶﾀｰﾙ）、Amman East
（ﾖﾙﾀﾞﾝ）、Um Al Nar（UAE）

MRC（米）、MRCE （蘭）、MRCLA（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ）

Atlatec (墨)、Galaxy New Spring（星）、

Thai Tap Water（ﾀｲ（＊AP本部が保有））

三井物産電力事業（株）

＜主な連結子会社・関連会社＞＜事業内容＞＜事業領域＞

ﾌﾞﾗｿﾞｽ風力（米）、ｻﾞﾔﾂｺﾎﾞ風力（ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ）、

Guzman太陽熱（西）、響灘風力、

市原ｸﾞﾘｰﾝ電力（ﾊﾞｲｵﾏｽ）

三井物産ﾌﾟﾗﾝﾄｼｽﾃﾑ、東洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、

東京国際ｴｱｶｰｺﾞﾀｰﾐﾅﾙ
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発電事業ポートフォリオ

2011年9月末現在

Juneda Solar（太陽光）1MW

Rugeley（石炭）263MW
Deeside（ガス）125MW

Ontario（ガス）503MW

Brazos（風力）80MW

▲ IPM (U.K.) Power社保有資産

■ IPM Eagle社保有資産

◆ MT Falcon保有資産

○ 建設中発電所

Rio Bravo Ⅱ（ガス）198MW

Valladolid（ガス）
263MW

Eco Electrica（ガス）79MW

Indian Queens（石油）35MW

First Hydro（揚水）522MW

Saltend（ガス）300MW

Derwent（ガス）21MW

Wachtendonk（風力）1MW

Zajaczkowo（風力）22MW

ISAB（合成ガス／太陽光）78MW

Spanish Hydro（水力）24MW
Guzman（太陽熱）15MW

Amman East
（ガス）148MW

Ras Laffan（ガス）273MW

Umm Al Nar IWPP
（ガス）147MW

Hub Power（石油等）29MW

Gulf Electric（ガス／バイオマス）19MW

羽田太陽光発電（太陽光）1MW
響灘（風力）2MW
市原（バイオマス）7MW

Paiton3（石炭）405MW*
Paiton1（石炭）612MW*

Kwinana（ガス）25MW
Loy Yang B（石炭）308MW

Rio Bravo Ⅲ（ガス）198MW
Rio Bravo Ⅳ（ガス）200MW
Altamira Ⅱ（ガス）198MW

Saltillo（ガス）99MW

* 三井保有持分49.7％
（直接保有36.3％＋IPM Eagle経由保有
13.4％）

当社持分発電容量（ネット）：5.2GW

（グロス容量：23GW）
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電力分野以外の主要インフラ・プロジェクト

MRCE／機関車リース

● エネルギー・基礎産業

▲ 交通

■ 水

◆ その他

Izmit／上水事業

Ras Laffan IWPP（淡水化）

Umm Al Nar IWPP（淡水化）

Thai Tap／上水事業

Galaxy／上水・下水事業

台湾新幹線

KPA／アンモニア製造事業

東京国際エアカーゴターミナル

（羽田）

MRCH／貨車リース

Atlatec／上水・下水事業

PEMEX向け排水処理事業

PDVSA向け原油前払融資

Manzanillo LNGターミナル

MRCLA／貨車リース

サンパウロ地下鉄PPP

MGEB／ガス配給事業

Petrobras向けFPSOリース

Petrobras向けDrill Shipリース

2011年9月末現在
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プロジェクト本部 事業戦略

『在り姿』 ＝ 主体的事業開発者、自立的事業運営者

• 「プロジェクト開発」を当本部の強さの源泉として、インフラ需要の旺盛な
新興国を中心に、地域ノウハウ、ファイナンス構築力、EPC取り纏め等の
機能を発揮し、新規インフラ事業を開発

• 現時点で民活インフラ整備の代表的ビジネスモデルである電力（IPP）が
コア領域であり、このモデルをエネルギー・基礎産業、水、交通等他分野
にも応用・展開

• 更なる成長を目指し事業運営機能深化と事業管理体制強化を推進

• 開発/運営/Exitのサイクルを通じ、良質なインフラ ポートフォリオを構築

• 他本部との協業により総合力を発揮し、新市場創出、新事業開発に挑戦
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プロジェクト本部 連結純利益 推移

227億円

186億円

133億円

350～400億円

204

65

▲20
▲22

16

86

124

▲8
▲33 ▲34

▲7

91

65

18

192

125

40

20

▲13

エネ・基礎 交通電力 水 その他

10/3期
(実績)

11/3期
(実績)

12/3期
(期首計画)

15/3期
(在り姿)

内MtM: 
▲14億円

内MtM: 
+61億円

内MtM:   
▲10億円

MtMは不含

MtM: 電力販売・燃料購入契約等に関わる時価評価損益



12Copyright© Mitsui & Co., Ltd. 2011

プロジェクト本部 事業性資産推移

4,800億円

5,800億円

1,986

1,203

1,475

122
37

10/3期
(実績)

11/3期
(実績)

2,030

1,043

1,585

38

4,700億円

2,466

1,643

1,495

122

4,150

1,950

2,000

450

8,300～8,800億円

97

エネ・基礎 交通電力 水 その他

122

12/3期
(期首計画)

15/3期
(在り姿)

＊事業性資産とは、投資により生じた有価証券、長期貸付金、売掛金、固定資産等の非流動資産合計
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電力分野（含む再生可能エネルギー）電力分野（含む再生可能エネルギー） --11--

◆ 戦略

• 今後20年間で7兆ドルの市場規模と言われる発電事業投資は当本部コア領域。

5年後を目途に、当社ネット発電容量10-12GW迄拡大目安 (現持分容量:5.2GW）

• 再生可能エネルギーの戦略的取組み（当社持分容量の10％程度を目安（現状3％））

• 過去の実績、経験に基づき、地域特性、当社役割、事業規模等を勘案の上、

オペレーターシップ・モデル（事業運営主導型）、パートナーシップ・モデル

（パートナーとの機能相互提供型）を選択

• 東南アジア 、北米、中東、アフリカを短期注力地域、中国、インドを中長期注力地域

として取組みを推進

・ 地域、燃料、電力販売形態、モデルのバランスのとれたポートフォリオ

ポートフォリオ分類 (地域・燃料・販売形態（マーチャント、PPA))

10%
3%
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電力分野（含む再生可能エネルギー）電力分野（含む再生可能エネルギー） --22--

英国におけるｶﾞｽ火力発電の運営事業（5発電所）

●買収年：2007年

●発電容量：4,978MW
（当社持分1,245MW)

●出資比率：
英International Power75%、
三井物産25%

3.IPMUK3.IPMUK //英国英国

<取組み事業例>

ｽﾍﾟｲﾝにおける太陽熱発電の運営事業

●商業運転開始：2012年（予定）

●発電容量：約50MW

●出資比率：
西FCC70%、三井物産30％

※年間3万㌧のCO2削減効果

4.Guzman4.Guzman EnergiaEnergia//ｽﾍﾟｲﾝｽﾍﾟｲﾝ

ﾒｷｼｺにおけるｶﾞｽ火力発電の運営事業（5発電所）

●買収年：2010年

●発電容量：2,233MW
（当社持分:893MW)

●出資比率：
三井物産40％、東京ｶﾞｽ30％、
中部電力20％、東北電力10％

1.MT1.MT FalconFalcon //ﾒｷｼｺﾒｷｼｺ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱにおける石炭火力発電の運営事業（2発電所）

●商業運転開始：1999年（ﾊﾟｲﾄﾝ1）、2012年（予定、ﾊﾟｲﾄﾝ3）

●発電容量：2,045MW
（当社持分:1,017MW)

●出資比率（Ultimate比率）：
三井物産50％、
英International Power31％、
東京電力14％、ﾛｰｶﾙ5%

2.2.PaitonPaiton//ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
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エネルギー・基礎産業分野エネルギー・基礎産業分野 --11--

戦略

・ 重点地域である米州、成長ゾーンのアジアを中心とした取組み

・ 石油・ガス バリューチェーンの要所を押さえたプロジェクト開発や事業投資等、

グローバルなエネルギー需給や経路の変化を先取りした取組み

・ 他本部（エネルギー、化学品、船舶等）との協業による案件開発

事業投資ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞ・ﾌｧｲﾅﾝｽｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ事業

石油・ｶﾞｽ製品引取・EPC等複合的な当社
総合力の発揮による融資･保証ｽﾄﾗｸﾁｬｰ
を構築。

国営企業／ｵｲﾙﾒｼﾞｬｰがｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞする
ｴﾈﾙｷﾞｰｲﾝﾌﾗ案件開発･運営への参画。

国営企業／ｵｲﾙﾒｼﾞｬｰ及び他本部との協
業による事業投資及び運営。

＜ビジネスモデル別取組み＞

探鉱・開発
・生産

原油/ｶﾞｽ処理
・LNGﾌﾟﾗﾝﾄ

原油/LNG
ﾀﾝｶｰ

LNG受入
基地

ｶﾞｽ輸送
ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ
・配給網

発電所・
石油/ｶﾞｽ

ﾀﾞｳﾝｽﾄﾘｰﾑ

アップストリーム ダウンストリーム
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ﾌﾞﾗｼﾞﾙ国内7州での天然ｶﾞｽ配給事業

●会社名：Mitsui Gas e Energia do 
Brasil （設立2006年)

●事業規模
-投資額：約2.5億㌦（当社100％）
-ｶﾞｽ販売量（合計）：約11百万㎥/日

＊ﾌﾞﾗｼﾞﾙ全体のｶﾞｽ販売量の
約18％相当

ﾌﾞﾗｼﾞﾙにおけるﾄﾞﾘﾙｼｯﾌﾟ事業

●案件概要：

ﾌﾞﾗｼﾞﾙの国営石油会社（Petrobras)
向けに深海油田の掘削を行うﾄﾞﾘﾙ
ｼｯﾌﾟ事業

●事業会社： P&M ドリリング・
インターナショナル・ビー・ブイ社

●事業規模：

- ﾄﾞﾘﾙｼｯﾌﾟ事業： 約7.5億㌦

ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗにおけるPDVSA向け融資案件
（3案件）

●案件概要：

ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗの国営石油会社（PDVSA）
向けの国内製油所の設備改修資金
の融資案件。

原油及び石油製品の引取りの前払
融資として供与するｽﾄﾗｸﾁｬｰを構築。

● 融資額：42.5億㌦

エネルギー・基礎産業分野エネルギー・基礎産業分野 --22--

PDVSAPDVSA 融資買油融資買油//ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ Mitsui Gas /Mitsui Gas /ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾌﾞﾗｼﾞﾙ

<主な取組み事例>

出資100%

出資24.5%

ガス配給会社
（7社）

ガス配給会社
（7社）

ﾄﾞﾘﾙｼｯﾌﾟ・ﾄﾞﾘﾙｼｯﾌﾟ・FPSO/FPSO/ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾌﾞﾗｼﾞﾙ
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交通分野交通分野

戦略

・ 米、欧、ブラジルの三極で展開する既存貨車・機関車リース事業の基盤強化と拡大、
ロシア・アジア等成長市場におけるリース事業横展開

・ リース機能を核とした鉄道物流ターミナル運営・貨物鉄道輸送オペレーター等の新
たな取組への挑戦

米国貨車ﾘｰｽ事業(1996年～)

貨物：石炭・セメント・鋼材・建設資材等

貨車数：8,300両

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ貨車ﾘｰｽ事業(2004年～)

貨物：穀物、大豆油等

貨車数：6,000両

欧州機関車ﾘｰｽ事業(2004年～)

貨物：ｺﾝﾃﾅ、石炭、自動車等

機関車数：276両

Mitsui Rail Capital, LLC Mitsui Rail Capital Europe Mitsui Rail Capital Participaçãoes

<リース3事業>
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水分野水分野

戦略

・ 2025年には0.9兆ドルの市場規模と言われる水市場の成長取り込み

・ 既に参入した市場の深掘り、2008年に買収したAtlatec機能の活用や中国市場の

パートナーであるHyfluxとの戦略的提携によるグローバルな展開

・ Thai Tap Water同様、地場パートナーとの協業による新市場の開拓

・ 15/3期在り姿として、当社持分サービス人口：1,000万人を目指す（現状730万人）

●会社名：Atlatec, S.A. de C.V
●買収年：2008年7月
●出資比率：三井物産 85%、

東洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 15%
●事業内容：

- 産業廃水・下水処理分野
のｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

- 水処理事業の開発、設計、
建設、操業、投資業務

AtlatecAtlatec//ﾒｷｼｺ水処理事業会社ﾒｷｼｺ水処理事業会社

<水分野 主要3事業>

●会社名：Galaxy NewSpring Pte Ltd.
●設立年：2010年8月
●出資比率： 三井物産 50%、

ﾊｲﾌﾗｯｸｽ 50%
●事業内容：
中国での上下水・ﾘｻｲｸﾙ水事業の
開発、操業、運用管理、投資業務

GalaxyGalaxy社社//中国水事業中国水事業

●会社名：Thai Tap Water
●商業運転開始：2004年
●ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｽｷｰﾑ： BOO（30年）
●出資比率：Ch. Kamchang35％

三井物産（AP本部） 26%、
その他 39%

●事業内容：
-ﾀｲ国地方給水公社に対する30年
間の上水供給

Thai Tap Water/Thai Tap Water/ﾀｲ上水供給事業ﾀｲ上水供給事業
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Agenda

• プロジェクト本部の位置づけ

• プロジェクト本部 概要

• 分野別戦略

• 質疑応答
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＝END＝
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